




The study of the dependence of dynamic
Viscosity for vulcanized rubber on primal
twisting angle by means of torsional free
Oscillation











The study of the dependence of dynamic Viscosity 
for vulcanized rubber on primal twisting angle 
by means of torsional free Oscillation 
Atsushi Yamanaka 
Abstract 
The Study has been made of the dynamic shear modulus of viscosity for natural rubber vulcanized at 
1l00C and 5 mins on variety of primal twisting angle by means of torsional free Oscillation and th巴ninflu巴nce
of temper旦tur巴ondynamic property of th巴viscosityin the temperature range of 20-60 (oC). In this p叩巴r，the 
work is undertaken to explain the results obtained. Th巴cross.sectionof test Sj:巴Clm巴nused in this experiment 
is rectanglar and the lenght of it is about 30.0 (mm). It was found th旦tthe cause of the results could not be 































A = 16l -
βbc3 
l :長さ b :幅 c 厚き 。b/cに依る形状因子
(1) 
( 2 ) 
今ここで 2ε=η'/AI， η2G'/AI (3) 
L= F /1とおき自由減衰振動の場合 (L=0)，初期ねじり角。。に対しては(1)式の解は次式
で与えられる。〔但し 1>一正人〕
4G'A 
θ=Do cosecφsin (Inた弓+)e-<t 
但し tanφこん三子-/ε である。
対数減衰率をムとすれば(4)より次式が導びかれる。
2_ 4π2+ LJ2 n 一一ーす一一 εニ ρ:周期
ジ
この式と(3)により更に
G'=(金子)AI 77'=2( : ) AI 
したがってPとムを測定し G'とηFを求めることが出来る。
実験装置と測定方法























り応力を加え，ねじり角 θでねじったとき，試料の t伸長時に於けるねじり角 θとトルク Tの関
係は次式で与えられる (3)。
T=主笠立。+止立 θ十旦三(8/lY 16l v ， 16l v' 360 ¥ V I V / ( 6) 
但し， σ:引張り応力， E ヤング率， G:引張り応力が零の時のねじり剛性率，当実験
に於ては(6)式の第三項目を無視できる様にするには b，Cは各々少なくとも 5.00(mm)以下，
2.25 (mm)以下であるならば十分であることがわかった。次に(7)式を用いて動ねじり剛性率と
動ねじり粘性率を求めるときに， I = (ディスクの慣性モーメント)十(下部クランプと金属
棒の慣性モーメント)，減衰が小さいのでム2キ Oとした，したがって(2)と(5)より G'とηFは更に
次式で表わされる。














結果は図 4で示される。図-4に於て跳躍が起った後の ηFの値はそれ以前と同じく 0。に対
して一定の値が求められた，即ち(7)式を用いることが可能であった。言い換えれば ηFは試料が
微小ねじり振動状態にあるという条件，即ち初期ねじり角仇には無関係な一定値を有するとい
うことである。しかし図 3に於て 60=θoで η'の値が跳躍している，したがってこの跳躍点に
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図-4
振り自由振動i去による加硫ゴムの初期ねじり角に
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a ¥ 示される。図 7と図 4を比較してみると図 . 
Temp 
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